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「
暑
い
！
熱
い
！
地
球
温
暖
化
と 

　
　
気
候
変
動
」
我
が
町
の
関
わ
り 

　７月１５～１６日奈良県斑鳩町で行われ

た地球環境を考える自治体サミットに出席､

上勝町のゴミ処理はじめ「究極のごみ

ゼロ社会を目指して」を紹介し､ 意見

交換、大会宣言を採択し、地球温暖化

防止等に積極的に取り組むことになり､

来年度は茨城県東海村で行うことになり

ました。 

地球環境を考える自治体サミット 地球環境を考える自治体サミット 地球環境を考える自治体サミット 第7回 

                 

異
常
気
象
の
原
因 

 

　
世
界
各
地
で
、
異
常
気
象
が
起

き
、
ロ
シ
ア
で
は
干
ば
つ
に
よ
り

小
麦
が
輸
出
禁
止
に
な
り
、
中
国

な
ど
で
は
、
大
洪
水
の
た
め
壊
滅

的
な
被
害
が
出
る
一
方
南
米
で
は
、

局
地
的
な
寒
波
に
見
舞
わ
れ
る
な

ど
大
き
な
気
候
変
動
が
地
球
規
模

で
起
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
地
球
規
模
の
気
候
変
動

の
原
因
は
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭

素
な
ど
目
に
見
え
な
い
温
室
効
果

ガ
ス
の
増
加
が
主
な
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
と
上
勝
町
の
取
り
組
み 

 

　
政
府
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、

二
酸
化
炭
素
等
温
室
効
果
ガ
ス
を

一
九
九
〇
年
比
八
十
％
以
上
削
減

す
る
た
め 

「
十
年
後
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
二
十
五
％
以
上
削
減
す
る
」

こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
上
勝

町
で
は
、
ご
み
処
理
や
木
質
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
、
電
気
自
動
車
の
導

入
、
太
陽
光
・
小
水
力
発
電
な
ど
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
実
験

（
緑
の
分
権
改
革
）に
取
り
組
み
、

ア
メ
リ
カ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
ス
ト

社
か
ら
取
材
に
く
る
な
ど
国
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

木
材
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
が
減
少
　 

 
　
地
球
温
暖
化
と
深
い
関
わ
り
の

あ
る
森
林
は
、
国
土
の
六
十
七
％

上
勝
町
の
※
八
十
八
％
の
面
積
を

し
め
国
内
で
は
、
森
林
が
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
日

本
の
二
酸
化
炭
素
総
排
出
量
の
三
・

八
％
を
吸
収
す
る
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
二
・

八
％
に
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林
の
管
理
を

担
っ
て
い
る
、
徳
島
中
央
森
林
組 

上
勝
町
長
　
　

笠

松

和

市
　 

　
日
本
で
は
今
年
五
月
末
以
降
、
熱
中
症
で
四
万
人
以
上
が
病
院
へ
、
百
四
五
人
以
上
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

3

合
の
上
勝
支
所
労
務
班
十
三
人
中

七
十
歳
以
上
が
八
人
と
な
り
、
森

林
管
理
に
手
が
回
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
不
足
の
原

因
の
一
つ
に
、
下
記
の
図
の
通
り

木
材
価
格
の
暴
落
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
上
勝
町
や
森
林
組
合
、（
株
）

も
く
さ
ん
等
で
今
後
の
森
林
林
業

労
働
者
の
確
保
育
成
に
つ
い
て
、

緊
急
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
森
林
の
公
益
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
長
期
安
定
的

な
財
源
と
し
て
、
全
国
森
林
環
境

税
の
創
設
を
政
府
に
要
望
し
て
い

ま
す
。 

※
上
勝
町
の
森
林
面
積
は
、
平
成

二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の

徳
島
県
の
森
林
資
源
現
況
表
に

よ
る
。 

 

10月1日に 
国勢調査を実施します！ 

平成22年10月1日 

�国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象となります。 
�9月下旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が皆さんのお宅へ、
調査票の配布にうかがいます。 

�10月1日（金）現在の皆さんの状況を調査表に記入していただきます。 
�記入していただく項目は、男女の別、出生の年月、5年前の住居の所
在地、就業状態、住業地・通学他、住居の種類などです。 

�国勢調査の結果は、法定人口としての利用、少子高齢化社会への取
組や皆さんのまちづくりに活かされます。 

�国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、調査
内容の秘密は保護されます。 

総務省統計局　http://www.stat.go.jp/   　上勝町 
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七
月
十
八
日
、
吉
野
川
運
動

広
場
に
お
い
て
、
第
二
十
七
回
徳

島
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
十
三
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
十
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
町
か
ら

は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
勝
浦

郡
代
表
と
し
て
藤
川
分
団
が
出
場

し
、
消
防
技
術
を
競
い
ま
し
た
。 

　
団
員
は
こ
の
日
の
た
め
に
二
月

二
十
六
日
よ
り
長
期
間
に
わ
た
り

練
習
を
重
ね
、
結
果
は
僅
差
で

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
一
糸
乱

れ
ぬ
動
作
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。 

　
今
後
と
も
上
勝
町
消
防
団
は
、

無
事
故
、
無
火
災
を
目
標
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ま
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

　
今
年
度
の
上
勝
幼
稚
園
は
、
年

少
組
の
入
園
児
が
な
く
、
年
長
組

（
九
名
）だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
の
園
児
募
集
時
に
は
、
年
少
組

の
入
園
を
想
定
す
る
中
で
、
預
か

り
保
育
（
長
期
休
業
中
含
む
）
実 

施
等
の
た
め
に
臨
時
教
員
の
募
集

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
園
児
の
募

集
締
め
切
り
時
に
入
園
希
望
者
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

現
在
の
教
員
二
名
で
の
対
応
と
な

り
、
臨
時
教
員
に
応
募
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
事
情
を
説
明
し
辞
退

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
年
度
も
、

今
年
度
と
同
様
に
年
少
組
の
入
園

児
が
な
い
場
合
を
想
定
し
、
先
般
、

入
園
該
当
児
の
保
護
者（
数
年
後

の
見
通
し
も
含
め
二
歳
児
か
ら
四

歳
児
）二
十
五
名
を
対
象
に
保
護

者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
十
三
年
度
年
少
児

（
現
三
歳
）二
名
、
二
十
四
年
度
年

少
児
（
現
二
歳
児
）二
名
で
し
た
。

上
勝
幼
稚
園
は
、
今
ま
で
登
園
時

間
を
七
時
半
に
し
た
り
、
延
長
保

育
・
預
か
り
保
育
を
午
後
五
時
四

十
五
分
に
す
る
等
他
の
市
町
村
よ

り
充
実
し
た
保
育
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
次
年

度
以
降
の
幼
稚
園
の
継
続
が
非
常

に
難
し
い
状
況
で
、
入
園
を
希
望

し
な
い
者
の
ほ
と
ん
ど
は
保
育
所
希

望
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を

ふ
ま
え
、
現
在
次
年
度
以
降
の
存

続
に
つ
い
て
、
早
急
に
結
論
を
出
さ

な
い
と
い
け
な
い
状
況
に
な
り
、
臨

時
教
育
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
状
で
は
、
園
児
の
指
導
に
つ
い
て

も
、
ご
く
少
人
数
で
の
保
育
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
集
団
で
の
活
動
が

で
き
な
い
外
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
こ
と
、
幼
保
一
元
化
を
望
む
保

護
者
が
い
る
こ
と
、
国
の
方
で
も
幼

保
一
元
化
の
動
き
が
あ
る
こ
と
等

を
考
慮
し
、
幼
稚
園
の
休
廃
園
も

や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
町
当

局
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
一

部
の
住
民
か
ら
一
般
住
民
の
意
見
も

聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
へ
の

入
園
希
望
者
が
少
な
い
状
況
の
な

か
で
は
、
存
続
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
現
在
の

保
育
所
は
、
平
成
十
九
年
に
保
育

要
領
が
改
訂
さ
れ
、
養
護
と
教
育

の
視
点
を
踏
ま
え
た
保
育
の
充
実

が
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
諸

事
情
を
ご
賢
察
の
う
え
、
ご
理
解

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
幼

稚
園
の
現
状
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
） 

上勝幼稚園教育の現状について 

上勝町消防団藤川分団 上勝町消防団藤川分団 
消防操法大会出場 消防操法大会出場 
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光の八十八ケ所に認定 光の八十八ケ所に認定 光の八十八ケ所に認定 
ルミネカンバス「2010」～夢おこし上勝～ ルミネカンバス「2010」～夢おこし上勝～ 

　この度、上勝夢おこしグループ道化
師（ピエロ）が設置した、ルミネカン
バス看板（名称：ルミネカンバス
「2010」～夢おこし上勝～）が徳島県
LEDバレイ構想推進協議会（会長飯泉
嘉門）より「光の八十八ケ所」として認
定を受けました。 
　これは、LED王国徳島を目指す取
り組みの一環として選定されたもので
す。今後においても、地域に愛される
看板となるように努めてまいります。 

上勝夢おこしグループ道化師 
代表　安堵　義和 

ピ エ ロ 

上勝アート里山の彩生研究会ニュース 

 
 
 
　8月1日、上勝町コミュニティセンターにおいて、
上勝アースワーク2010フォーラムが開催され
ました。司会進行役に池田剛介東京藝術大学
講師、パネラーには、たほりつこ東京藝術大学
教授、木戸修同教授、大森正夫京都嵯峨芸術
大学教授、笠松和市上勝町長が出席し、「環境
芸術と持続可能な彩生」をテーマに意見交換
会が行われました。 
　フォーラムでは、「先代の築き上げた文化を
継承することが重要である。上勝町においても、
文化をもう一度見直してみる必要があるのでは
ないか。また、現代芸術との融合により、新し
い取り組みができないか。」等の意見が出されま
した。 
 
 
 
 
　8月7日～8日、瀬戸内国際芸術祭2010にお
いて、上勝アート作品、東京藝術大学の作品
ＰＲと上勝町特産品の販売活動を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　9月19日（日）まで、野尻から樫原地区にお
いて、東京藝術大学の作品が野外等に展示さ
れています。皆さんも、一度芸術作品にふれて
みてはどうですか。 

上勝アースワーク2010 
フォーラム開催 

上勝アート作品等の 
ＰＲ活動を展開 

▲トポス彩2010：東彩門　たほ　りつこ作品 
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大盛況！ 

第33回 
上勝町

夏まつり

上勝町

夏まつり
上勝町

夏まつり
　
七
月
三
十
一
日（
土
）、
福
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
第
三
十
三
回
上
勝

町
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
宙
を
舞
う
二
千
個
の
も
ち
で
華
々

し
く
ス
タ
ー
ト
。
町
内
各
種
団
体

か
ら
出
店
さ
れ
た
夜
店
と
、
た
く

さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

く
る
く
る
食
器
で
し
っ
か
り
ゴ
ミ
を

削
減
！ 

　
会
場
は
楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
阿
波
踊

り
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
五
百
発
打
ち
上
げ
花
火
に
は

感
動
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

　多くの方のご支援により、今年も上勝町夏
まつりを盛大に行うことが出来ました。ご来場
頂いた皆様、開催にあたりご支援、ご協力頂
きました皆様、本当にありがとうございました。 
　我々実行員一同は、皆様に楽しい思い出を
作って頂きたいという気持ちで毎年夏まつり
を主催しています。今年の夏まつりに着飾っ
て行ったこと、プログラムで笑ったこと、花火
を見上げたことなどが、皆様の良い思い出となっ
たなら幸いです。 
　楽しんで下さるお客様あっての夏まつりです。
これからも多くの方に楽しんで頂けるよう、実
行委員一同努力して参りますので、今後も皆
様のご指導、ご協力の程よろしくお願い致し
ます。 
　来年も多くの方のご来場を心からお待ちし
ております。 

上勝町夏まつり実行委員会会長　青 木 俊 英 

▲アリスのハートを射とめた句はどれでしょう？ 

▲わっしょい！わっしょい！ 

�
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
　
　
　 

上
手
に
出
来
た
か
な
？ 

�
熱
い
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 
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　8月8日星谷運動公園（勝浦町）
でＦＣ上勝クレイン（上勝町ス
ポーツ少年団）主催のＦＣ上勝
クレインカップが本年度より開
催されることになりました。 
　総勢14チームが出場し熱戦
を繰りひろげ、こどもたちのハ
ツラツとしたプレーをみること
ができました。大会結果は次の
とおりです。 
 
Ａチーム（代表チーム） 

優　勝　上勝クレイン 
準優勝　岩脇キッカーズ 
 
Ｂチーム（5年生以下） 

優　勝　上勝クレイン 
準優勝　バビリエンテ 

　恒例の各種団体ソフトボール大会

が7月26、27日、8月2日の3日間、

福川グラウンドで行いました。雨天

や夏祭りをはさみ、4日間順延になり

ましたが、無事すべての日程を終了

することができました。 

　年齢に関係なく多数の方が参加し、

各チーム熱戦を繰り広げ、目を見張

るような好プレーや、僅差の白熱し

た試合等もありました。 

  決勝戦は酒豪組合が上勝やまびこ

OBを15対10でやぶり優勝しました。 

ＦＣ上勝クレインカップ開催 ＦＣ上勝クレインカップ開催 

主催者山崎代表 
　本大会は指導者が出来るかぎり関与せず、選手自身の自主性を尊
重し挨拶からウォーミングアップ、ゲームまで作っていくことを主
旨として今大会を企画しました。 
　大会をとおして、事故や怪我もなく、盛況のうちに大会を終える
ことができ、主催者一同ほっとしております。ご協力頂いた皆様方
には深く御礼申し上げます。来年度以降も大会を続けて行く予定で
すので、その際はよろしくお願いいたします。 

第1回 

上勝町体育協会主催 

各種団体別 ソフトボール大会 各種団体別 ソフトボール大会 各種団体別 ソフトボール大会 

▲優勝 酒豪組合 ▲準優勝 上勝やまびこOB

▲ドンキー 

▲3位 上勝インディゴウズ ▲SOHO'S

▲ソフトボーズ部 

▲3位 傍示 
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■平成２１年度耕作放棄地対策 
　Ｉターン就農者が中心となり設立したＮＰＯ法人「ゆ
たかな食の島　岩城農村塾」が耕作放棄地を農地と
して再生し、農作業研修園地として、お試し就農研修地、
ワーキングホリデー、定住事業に活用しています。 
　また、果樹園では農業の高齢化対策として、生育し
た樹が大きくなりすぎない工夫や軽トラックが乗り入れ
られるよう整備した園地、苗木をななめ植えにし、早く
生育させて交互収穫による安定生産で収益を上げる
工夫、安いみかんの樹に接ぎ木をして投資を少なくす
る工夫を紹介して頂きました。 

■農家レストラン「でべそおばちゃんの店」 
　愛媛県夢提案制度～おもてなし特区～により、自宅
で農家レストランを開業する場合の家庭用の台所と調
理場の共用を認められ、女性３名で取り組んでいました。 
　特産品のレモンを使ったレモンづくしの「レモン懐石」。
レモン果汁を使ったお寿司に、レモンの中味をくりぬい
た器、葉っぱのお皿、デザートにはレモンケーキにレモン
の花入りレモンティー等こだわりを感じました。 
　レモン懐石の調理体験も行っています。 
　「でべそ」とは、愛媛県の方言で「出しゃばり」という
意味だそうです。 

■第３セクター（株）いわぎ物産センター 
　センター長より特産のレモン加工の工場内の施設や
機能について詳しく説明して頂きました。 

■ＪＡおちいまばり直売所　彩菜きて屋 
　肉・魚・米・野菜・果物・花・国内産の農畜産物を取り
そろえた直売所です。直売所の売上げが年間１７億。
この直売所の食材を使用した食堂やカフェも併設して
おり、食堂・カフェの売上げが年間３億。平日でしたが
大勢の方が買い物にこられていました。 
　地産地消を目標にされており、直売所の裏には９反
の農地で市民農園や学童農園を開設したり、学校給
食にも参入し、地域と一体になった取組をされていると
の事でした。 

　愛媛県上島町は愛媛県と広島県の県境瀬戸内海の
ほぼ中心に位置し、気候は温暖で冬期にもほとんど積
雪はありません。 
　主な農業は柑橘栽培が主の農業ですが、昭和57年
から「青いレモンの島」をキャッチフレーズに国産レモ
ンの普及のため、苗木を配布しハウス栽培の奨励や
栽培普及に努め、レモン果汁やジャム・ケーキの加工
品の生産・加工・販売を行う第3セクターも設立し黒字
経営を行っています。 

愛媛県上島町　視察研修報告 愛媛県上島町　視察研修報告 愛媛県上島町　視察研修報告 

（上勝町農業委員会） 

さい さい 

平成22年7月15日～16日 

9 上勝町無料電話健康相談 �0120－24ー8174
フリーダイヤル 24時間 や ま い な し  

鳥
　
海
　
進
　
一 

○ 149

健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 

健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 

健
康
の
達
人
に
な
ろ
う 

　
っ
て
　
す
る

健
康
情
報 

知 

得 

知 

得 

　
秋
暑
ひ
と
き
わ
厳
し
い
日
が
つ

づ
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
回
の
健
康
情
報
は
「
心
筋
梗

塞
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
畑
仕
事
や
階
段
の
上

り
下
り
な
ど
、
普
段
よ
り
き
つ
い

運
動
を
し
て
い
る
と
き
に
胸
が
数

分
間
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
痛

く
な
っ
た
り
し
て
い
た
ら
要
注
意

で
す
。 

 

　
酸
素
や
栄
養
の
豊
富
な
血
液
を

全
身
に
送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
役
割

を
担
う
心
臓
は
、
冠
動
脈
と
い
う

血
管
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い
ま
す

（
図
参
照
）。
こ
の
冠
動
脈
は
大
き

く
分
け
る
と
三
本
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
一
本
以
上
が
完
全
に
詰

ま
っ
て
し
ま
い
血
流
が
途
絶
え
る

と
、
そ
の
血
管
が
養
う
範
囲
の
心

筋（
心
臓
の
筋
肉
）へ
の
酸
素
や
栄

養
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
や
が

て
心
筋
が
壊
死
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
が「
心
筋
梗
塞
」
で
す
。
広

範
囲
の
心
筋
が
壊
死
す
る
と
ポ
ン

プ
の
役
割
が
で
き
ず
、
十
分
に
脳

や
全
身
に
血
液
が
ま
わ
ら
な
く
な

り
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
動
脈
硬
化
の
基
礎
疾
患

（
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
、
腎
臓
病
、
喫
煙
、
運
動
不
足

な
ど
）
を
多
数
お
持
ち
の
方
は
、

心
筋
梗
塞
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

動
脈
硬
化
で
冠
動
脈
の
内
腔
に
プ

ラ
ー
ク
と
い
う
ヘ
ド
ロ
が
溜
ま
っ

て
い
き
、
や
が
て
多
量
の
プ
ラ
ー

ク
で
完
全
に
詰
ま
っ
た
り
、
あ
る

い
は
プ
ラ
ー
ク
が
裂
け
て
そ
こ
に

急
速
に
か
さ
ぶ
た（
＝
血
小
板
凝
集
）

が
で
き
る
こ
と
で
詰
ま
っ
た
り
し

て
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
発
症
し

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

 

　
そ
こ
で
、
一
見
健
康
そ
う
な
方

も
、
自
分
の
冠
動
脈
な
ど
血
管
の

動
脈
硬
化
の
状
態
を
早
い
段
階
で

知
っ
て
お
く
こ
と
が
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
の
予
防
に
は
大
変
重
要

に
な
り
ま
す
。
特
に
こ
の
よ
う
な

重
大
な
脳
・
心
血
管
系
疾
患
の
患

者
さ
ん
は
四
十
才
代
か
ら
増
加
す

る
の
で
、
こ
の
年
代
に
な
っ
た
ら

で
き
る
限
り
一
年
に
一
回
は
総
合

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
状
態
を
知
る
検
査 

と
し
て
は
、
血
圧
測
定
で
分
か
る

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
心
臓
か
ら
足
首
ま
で

の
動
脈
硬
化
指
標
）、
血
液
検
査

で
分
か
る
動
脈
硬
化
指
数
、
あ
る

い
は
頸
動
脈
超
音
波
検
査
で
分
か

る
内
膜
中
膜
複
合
体
厚
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
検
査
で
動
脈

硬
化
を
指
摘
さ
れ
た
方
や
、
先
に

挙
げ
た
動
脈
硬
化
の
基
礎
疾
患
が

多
数
認
め
ら
れ
た
方
は
特
に
注
意

し
て
生
活
習
慣
の
改
善
に
励
ん
だ

り
、
必
要
が
あ
れ
ば
内
服
治
療
な

ど
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
こ
こ
で
、
心
筋
梗
塞
の
前
段
階

で
あ
る
安
定
狭
心
症
に
つ
い
て
も

少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

畑
仕
事
な
ど
重
労
働
を
行
う
と
、

心
臓
は
全
身
の
筋
肉
へ
大
量
の
血

液
を
送
り
と
ど
け
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
で
す
の
で
、
心
臓
も
激
し
く

動
い
て
ポ
ン
プ
し
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
冠
動
脈
の
一
部
が

狭
窄
し
て
い
た
場
合
、
激
し
く
動

く
心
臓
自
体
に
十
分
な
血
液
を
供

給
で
き
ず（
＝
心
筋
灌
流
障
害
）、

心
筋
虚
血
と
な
り
�
胸
痛
発
症
�

し
ば
ら
く
安
静
に
し
た
ら
徐
々
に

お
さ
ま
っ
て
く
る
、
と
い
う
狭
心

症
を
発
症
す
る
わ
け
で
す
。

冠
動
脈
が
詰
ま
り
き
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

心
筋
壊
死
は
免
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
態
生
理
か
ら
、
安

定
狭
心
症
の
診
断
に
は„
運
動

時
の
心
筋
虚
血
“の
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ

れ
に
は
運
動
負
荷
心
電
図
や

負
荷
心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、

負
荷
心
エ
コ
ー
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

に
よ
る
心
筋
灌
流
イ
メ
ー
ジ

な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
す
。 

 

　
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
心

筋
梗
塞
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
生

活
全
般
で
は
規
則
正
し
く
過

ご
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
腹
八
分
目
に
と
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
日
常
か
ら
よ
く
歩
き
、

心
肺
を
鍛
え
、
運
動
不
足
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

狭
心
症
の
あ
る
方
は
、
医
師

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
定
期

的
に
服
薬
し
、
診
察
・
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
普
段
と

違
う
こ
と
が
少
し
で
も
あ
れ

ば
早
め
に
受
診
、
か
か
り
つ

け
医
に
報
告
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。 

 
注） 
�LCA：左冠動脈 
　　　　（＝左前下行枝＋左回旋枝） 
�RCA：右冠動脈 
�１：心筋梗塞の責任病変部位 
�２：心筋壊死範囲 
 



保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
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９
月
は

が
ん
征
圧
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

女
性
の
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ
★

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

九
月
二
十
二
日
� 

　
十
四
時
〜
十
六
時 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

会
　
費
　
一
回
　
五
百
円 

◎
二
時
間
み
っ
ち
り
指
導

を
受
け
て
、
五
百
円
は

ず
い
ぶ
ん
お
得
な
会
費

だ
と
思
い
ま
す
よ
。 

がん 
30.4％ 

その他 
18.1％ 

心臓病 
16.0％ 脳卒中 

11.9％ 

肺炎 
9.9％ 

不慮の事故　3.5％ 

自殺 
2.8％ 

肝疾患 
1.5％ 

慢性閉塞性肺疾患　1.3％ 

老衰 
2.6％ 

腎不全 
2.6％ 

総数 

 �死亡総数に占める死亡原因の割合（平成18年） 

1位 

肺 

肺 

大腸 

肺 

2位 

胃 

 

胃 

胃 

3位 

食道 

 

肺 

肝 

肝臓・大腸 

女 

男 

女 

男 

上
勝 

全
国 

上勝町と全国との比較 
がん死亡の部位別割合（H15～H19） 

子宮がん検診 骨Ｘ線 乳がん検診 
受
付
時
間 

負
担
金 
内
　
　
容 

13時～14時 

600円 

子宮頸部の細胞を 
とり、検査します 

10時～11時30分 
13時～15時30分 

2,530円 

腕の骨のＸ線を 
とって調べます 

2,000円 

２方向からＸ線を 
とります 

気
に
な
る
！
が
ん
の
動
向
は
？ 

　
が
ん
は
現
在
の
死
因
の
第
一
位
で
、

総
死
亡
の
約
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

ど
の
部
位
に
が
ん
は
多
い
の
？ 

と
き
・
と
こ
ろ 

　
九
月
十
六
日（
木
） 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

申
　し
　込
　み 

　
九
月
七
日
ま
で
に
役
場
住
民
課
へ 

 

女
性
の
が
ん
に
つ
い
て 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

 

四
〇
歳
代
か
ら
が「
乳
が
ん
年
齢
」

早
期
発
見
が
た
い
せ
つ
で
す 

 

　
乳
が
ん
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

特
に
四
〇
〜
五
〇
歳
代
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
早
期
に
乳
が
ん
が
見
つ

か
れ
ば
、治
癒
す
る
確
立
が
高
い
こ

と
に
加
え
、乳
房
を
残
す
手
術
が

可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

　
原
因
は
？ 

        
　
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
乱
れ
や
、高
カ

ロ
リ
ー
・
高
脂
肪
の
食
生
活
等
で
す
。 

 

二
〇
歳
代
か
ら
子
宮
が
ん
は
要
注
意 

 

　
子
宮
が
ん
は
、子
宮
の
奥
の
方

に
で
き
る
子
宮
体
が
ん
と
、子
宮

の
入
り
口
に
で
き
る
子
宮
頸
が
ん

に
分
か
れ
ま
す
。
近
年
、若
年
層

で
子
宮
頸
が
ん
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

　
子
宮
に
で
き
る
約
七
割
が
子
宮

頸
が
ん
で
、子
宮
が
ん
検
診
は
、普

通
、子
宮
頸
が
ん
検
診
を
さ
し
ま

す
。　
　 

 

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
？
　 

　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）の
感
染
で
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性

行
為
に
よ
り
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、

多
く
の
女
性
が
感
染
す
る
あ
り
ふ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。感
染
し
た
千

人
に
一
〜
三
人
が
子
宮
頸
が
ん
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

全体にまたがるもの 
7％ 

乳房の内側上 
30％ 

乳房の外側上 
50％ 

乳首9％ 

乳房の内側下 
9％ 

乳房の外側下 
16％ 

乳がんのできやすいところ 

上勝町診療所の

歯の健康相談

9月13日� 
9月29日� 

歯科衛生士による歯やお口の相談です 

9：30〜11：00

特
定
健
診
後
の 

　
結
果
説
明
会 

平成22年度　上勝町総合防災訓練 
　上勝町消防団では「いつきてもおかしくない」
と言われている南海地震を想定した防災訓練
を次により行う予定です。 

　9月5日の朝に南海地震が起きたと仮定し、
消防団員が近隣の安否確認等を行い役場に報告。
各地域の安否確認が終了した段階で火災を想
定した放水訓練を行います。 

　町内放送で訓練の放送を行いますので、地
震や火災とお間違えの無いようにお願いします。
安否確認の訓練では消防団員が各戸を巡回し
ますが住民の皆さんが必ず自宅に居る必要は
ありません。 

■日　時　平成22年9月5日（日） 
　　　　　午前8時頃から正午頃の予定 

■場　所　町内一円 

■町内放送　午前8頃から正午頃まで随時 

　当日、午前10時頃から約1時間程度、福
原農村公園で県の防災ヘリが展示を行います
ので、見学は可能です。 
　（当日の天候、訓練状況により、時間の変更、
中止になる場合があります。） 

�訓練で周辺の皆様にはご迷惑をおかけしま
すがよろしくお願いします。 

 今年も、「秋の全国交通安全運動」が
実施されます。 

期間は、 
9月21日（火）～9月30日（木）
までの10日間です。 

運動の重点は、全国では 
①夕暮れ・夜間の歩行中、自転車乗車
中の交通事故防止 
②全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用 
③飲酒運転の根絶 
本県では 
●早めのライト点灯と反射材の効果的な
活用 
 
 
 
 
事故のない明るい家庭を目指しましょう 

■日　時　9月16日（木）・17日（金） 
19時から（雨天時延期） 

 
■場　所　福川グラウンド 
 
■要　項　 
・町内に在住する者、もしくは町内の事業所にお
いて勤務する者で作るチームであれば、年齢、
男女混合などいずれの制約も受けない。 

・1チーム監督を含め20名以内とする。 
・EDH（特別指名打者）制を採用します。 
 
★EDH制とは攻撃のみ10人で行うシステム。EDH
制の採用は各チームの自由で採用する場合は試
合前に宣告。試合途中での解除、採用は出来ない。 
 
■参加申込み 
　9月10日（金）までにメンバー表を教育委員会
へ提出すること。組合せ及び要項については、
後日チーム代表者に通知いたします。 

各種団体別軟式野球大会 
全国交通安全 
　運動期間 

秋の

案 内 板

上勝町体育協会主催 

　
八
月
十
日（
火
）に
定
住
セ

ン
タ
ー
で
特
定
健
診
を
受
け

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
結
果
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。 

 

■
と
　
き
…
九
月
十
日（
金
） 

　
　
　
　
　
十
四
時
〜 

■
と
こ
ろ
…
定
住
セ
ン
タ
ー　

　　　　　　　　　（
傍
示
） 

■
対
象
者
…
八
月
十
日
に
特 

定
健
診
を
受
け

ら
れ
た
方 

※『
私
の
健
康
記
録
』（
緑
ま

た
は
赤
の
フ
ァ
イ
ル
）
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
！ 

　
自
分
の
身
体
の
た
め
に
健
診

を
受
け
る
こ
と
に
続
い
て
、
健

診
結
果
の
意
味
を
知
り
、
今
後

の
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 
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　きれいな川や海を守るため、浄化槽には次の3
つが義務づけられています。 

■法定検査 
　工事・保守点検・清掃が国の基準どおり実施で
きているか年に１回、（社）徳島県環境技術センター
（�088-636-1234）で受けてください。 
　検査を受けず知事の命令に違反した場合は罰則
が適用される場合があります。 

■保守点検 
　年に3回以上実施してください（4ヶ月に1回程度）。 

　県に登録した業者に依頼してください。 

■清掃 
　年に１回以上実施してく
ださい。 
　毎日衛生（有）（�42－
2139）に依頼してください。 

※法定検査と保守点検は
異なる内容です。 

浄化槽の水質検査を 
うけましょう 

「上勝町商工会では、10％のプレミ
アムのついた商品券を販売中。
１世帯5万円まで、先着順ですので購
入はお早めに！」 

通常の額面に10％分上乗せになり、大変
お得です。プレミアムのほかにお店でもサー
ビスを充実！ 

10％の 
プレミアムのついた 
商品券を販売中 

■日時　平成22年9月12日（日） 
　　　　午前9時より入場行進 

（雨天の場合） 
9月19日（日）、23日（秋分の日） 
を予備日といたします。 

■場所　上勝中学校グラウンド 

　会場の駐車場には限りがありますので、で
きるだけ乗り合わせ等でお願いいたします。 
　住民みなさまの参加をお待ちしています。 

上勝町商工会館にて商品券販売 

売り切れ次第終了します。 

上勝町連合運動会 平成22年度 

見
　
本 

12

■日時　9月20日（月）敬老の日 

■受付　12時30分～ 

■開式　13時30分 

■場所　コミュニティセンター 

　平成22年度敬老式典を開催します。一般参加は
70歳以上となっておりますのでお誘い合わせのう
えご参加ください。芸術文化協会による余興がご
ざいます。 
　なお、開催時間が午後からとなりますので、昼
食は用意しておりません。福祉バスを次の通り運
行しますので最寄りのバス停からご利用ください。 

行き 
第1便　福川バス停　　11時45分発 
第2便　傍示バス停　　12時20分発 
第3便　八重地バス停　12時50分発 

帰り 
コミュニティセンター発、16時10分予定です。 
また当日台風襲来などの場合は順延とします。 

■お問い合わせ先　役場住民課 

敬老式典を開催します 

■日　時 
　平成22年9月26日（日）13時集合 
■予備日　10月3日（日） 
■場　所　福川グラウンド 
■要　項 
・1チーム3名 
・町内在住者もしくは 
　町内事業所へ勤務する者 
・小学五年生以上 
　子供が参加する場合は保護者の同意を
得てください。事故等については体協で
は一切責任を負いません。 

■注意事項 
　1チームの人数が3名となっております
のでお間違えのないようにお願いします。
なお、今大会は、2チーム1組で各ホール
を競技し、相互に得点をつけるようにな
りますのでご協力よろしくお願いします。 

■申　込  9月17日（金）（必着）までに 
参加者の名簿を教育委員会
まで提出すること 

彩杯グラウンドゴルフ大会 
第29回 上勝町体育協会主催 

①
本
町
の
救
急
患
者
輸
送
は
、

平
日
の
五
時
か
ら
十
七
時
十
五

分
ま
で
は
、
ほ
ぼ
運
転
手
一
人

で
業
務
を
こ
な
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
担
架
に
乗
せ
輸
送
車
ま

で
移
送
す
る
時
や
、
病
院
ま
で

の
付
き
添
い
者
の
補
助
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
家
族
な
ど

の
補
助
者
の
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。 

今
年
度
か
ら
は
夜
間
と
休
日
に

関
し
て
は
、
補
助
員
と
し
て
四

名
が
交
代
で
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。 

②
救
急
患
者
輸
送
車
を
要
請

す
る
際
、「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

さ
な
い
で
く
れ
ま
す
か
？
」
と

い
う
要
請
が
時
々
あ
り
ま
す
が
、

患
者
を
迅
速
か
つ
安
全
に
病
院

へ
輸
送
す
る
た
め
に
は
、
大
き

な
音
の
出
る
サ
イ
レ
ン
と
明
る

く
目
立
つ
赤
色
灯
は
必
要
で
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

③
救
急
輸
送
の
必
要
が
な
い

傷
病
者
は
、
要
請
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
本
町
に
は
１
台
し
か

救
急
患
者
輸
送
車
が
無
い
た
め
、

生
命
の
危
急
な
傷
病
者
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
時
に
困
り
ま
す
。 

④
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
時
は
、

電
波
の
安
定
し
た
所
へ
移
動
し
、

ゆ
っ
く
り
と
明
確
に
内
容
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
通
報
先

は
役
場（
�
〇
八
八
五
│

四
六
│

〇
一
一
一
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
一
一
九
に
連

絡
す
る
と
他
の
消
防
署
に
つ
な

が
り
、
出
動
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

⑤
交
通
事
故
の
時
は
、
必
ず

警
察（
駐
在
所
）に
も
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

⑥「
在
宅
当
番
医
制
度
」
は
、

地
域
の
病
院
、
診
療
所
の
医

師
が
、
当
番
を
決
め
て
夜
間
や

休
日
の
患
者
に
対
応
す
る
制
度

で
す
。
一
度
診
察
し
て
、
重
症

だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
入

院
施
設
の
あ
る
救
急
対
応
医

療
機
関
に
紹
介
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。 

　
安
全
運
転
と
迅
速
な
輸
送

の
た
め
に
も
、
日
頃
よ
り
前
述

の
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

役
場
住
民
課 

9
月
9
日
は
救
急
の
日 
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廃棄物の野外焼却禁止について 廃棄物の野外焼却禁止について 廃棄物の野外焼却禁止について 廃棄物の野焼きは 
やめましょう 

 

　
現
在
、
廃
棄
物
の
減
量
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
全

で
適
正
に
廃
棄
物
を
処
理
す

る
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
一

部
の
例
外
を
除
い
て
、
廃
棄

物
の
野
外
で
の
焼
却
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
違
反
し
た
場
合
に
は
、
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
法
律
は
、
廃
棄
物
の

野
外
焼
却
を
直
接
罰
の
対
象

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪

質
な
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
分
別

を
行
う
な
ど
、
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
を
行
い
、
豊
か
で

美
し
い
環
境
が
保
全
さ
れ
る

よ
う
、
住
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

　 ■ 

関
係
法
令 

 

●
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清 

　
掃
に
関
す
る
法
律（
抜
粋
） 

第
十
六
条
の
二 

　
何
人
も
次
に
掲
げ
る
方
法

に
よ
る
場
合
を
除
き
、
廃
棄

物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
。 

１
、一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
、

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
処

理
基
準
、産
業
廃
棄
物
処

理
基
準
又
は
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
処
理
基
準

に
従
っ
て
行
う
廃
棄
物
の

焼
却 

２
、他
の
法
令
又
は
こ
れ
に
基

づ
く
処
分
に
よ
り
行
う
廃

棄
物
の
焼
却 

３
、公
益
上
若
し
く
は
社
会
の

慣
習
上
や
む
を
得
な
い
廃

棄
物
の
焼
却
又
は
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
が
軽
微
で
あ
る
廃

棄
物
の
焼
却
と
し
て
政

令
で
定
め
る
も
の 

 （
罰
則
） 

第
二
十
五
条 

　
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に

違
反
し
て
、
廃
棄
物
を
焼
却

し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ

を
併
科
す
る
。 

 

直
接
罰
の
例
外
と
な
る

野
外
焼
却
の
事
例
に
つ

い
て（
下
表
） 

�河川管理者による河川管理を行うための伐採した草木等の焼却 
�海岸管理者による海岸の管理を行うための漂着物等の焼却 

�凍霜害防止のための稲わらの焼却 
�災害時における木くず等の焼却 
�道路管理のために剪定した枝条の焼却 

�農業者が行う稲わらの焼却 
�林業者が行う伐採した枝条の焼却 
�漁業者が行う漁網に付着した海産物の焼却 

�たき火、キャンプファイヤーを行う際の木くずの焼却 

�どんど焼き等の地域の行事における不要 
　となった門松、しめ縄等の焼却 

国又は地方公共団体がその施設の管 
理を行うために必要な廃棄物の焼却 

風俗慣習上又は宗教上の行事を行う 
ために必要な廃棄物の焼却 

震災、風水害、火災、凍霜害その他 
の災害の予防、応急対策又は復旧の 
ために必要な廃棄物の焼却 

農業、林業又は漁業を営むためにや 
むを得ないものとして行われる廃棄 
物の焼却 

たき火その他日常生活を営む上で通 
常行われる廃棄物の焼却であって軽 
微なもの 

区　　分 事　　　例 

※留意事項 
直接罰の例外となる廃棄物の焼却についても、生活環境の保全上支障が生じる場合等には、処理基準を遵守しない
焼却として改善命令、措置命令等の行政処分及び行政指導の対象になります。 

一般廃棄物 
運搬支援事業 

9月の日程 

17日（金）　傍示地区 
21日（火）　正木地区 
22日（水）　旭地区 
24日（金）　福原地区 
28日（火）　生実地区 
 

※分別・洗浄は必ず各自で行ってください。 
※回収予定日に、不在または依頼する
ごみが無い等の場合は、事前に「シ 
　ルバー人材センター」�44－6080 
　ＩＰ050－3438－9545までご連絡く
ださい。 
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国民年金で免除された保険料の追納について 国民年金で免除された保険料の追納について 国民年金で免除された保険料の追納について 国民年金で免除された保険料の追納について 

　国民年金で保険料を免除された期間は、老齢・
障害・遺族の各基礎年金では、年金を受けるた
めの資格については、保険料を全額納めたとき
と同じ権利を得ることができます。 
　ただし、老齢基礎年金の年金額では、保険料
を全額納めたときの1に対して、全額免除期間
は2分の 1、4分の 3免除期間は8分の 5、半
額免除期間は 4分の 3、4分の 1免除期間は 8
分の7で計算されます（※注）。また、学生納付
特例と若年者納付猶予によって全額免除された
期間は、老齢基礎年金の年金額には反映されな
いカラ期間になってしまいます。 
　そこで、これらの免除期間について、後でゆ
とりができたときに、10年以内であれば保険料
を追納して満額の老齢基礎年金に近づけること

ができます。 
　追納できる期間の順序は先に免除された期間
からとされていますが、学生納付特例と若年者
納付猶予の期間は、先に追納することも選択で
きます。 
　平成22年度に追納する21年度までに免除さ
れた追納保険料の額は、表のとおりです。　　
　なお、保険料の追納には納付書が必要です。納
付書の発行は申込みが必要ですので、南年金事務
所（088－652－1511）までお問い合せください。 
 
（※注）平成21年 3月以前に免除された期間は、 

全額免除で3分の1、4分の3免除で2分
の1、半額免除で3分の2、4分の1免除
で6分の5で計算されることになります。 

平成12年度 
平成13年度 
平成14年度 
平成15年度 
平成16年度 
平成17年度 
平成18年度 
平成19年度 
平成20年度 
平成21年度 

全 額 免 除 
15,770円 
15,180円 
14,590円 
14,360円 
14,180円 
14,220円 
14,260円 
14,300円 
14,410円 
14,660円 

4分の3免除 
─ 
─ 
─ 
─ 
─ 
─ 

10,690円 
10,720円 
10,810円 
10,990円 

半 額 免 除 
─ 
─ 

7,300円 
7,180円 
7,090円 
7,110円 
7,130円 
7,150円 
7,200円 
7,330円 

4分の1免除 
─ 
─ 
─ 
─ 
─ 
─ 

3,560円 
3,570円 
3,600円 
3,660円 

追 納 保 険 料 額 
免除された年度 

�半額免除は平成14年4月に、4分の1免除と4分の3免除は平成18年7月に、それぞれ創設されました。 

　
農
林
漁
家
民
宿

　
農
林
漁
家
民
宿
の
開
業
開
業
を
考
え
考
え

て
お
ら
れ
る
方
、
方
、
少
し
興
味
興
味
の
あ
る

方
、
方
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
り
た
い

方
、
方
、
お
気
軽
気
軽
に
ご
参
加
く

参
加
く
だ
さ
い
。 

 

■
日
　
時
　
時 

九
月
九
月
二
十
二
日（
水
）

（
水
） 

十
九
時

十
九
時
〜
二
十
時
十
時
三
十
分
十
分 

■
場
　
所

■
場
　
所 

上
勝
町

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

■
内
　
容

■
内
　
容 

全
国
及

全
国
及
び
上
勝
町

上
勝
町
の
農
林
漁
家

農
林
漁
家

民
宿
民
宿
の
動
き
に
つ
い
て
、
開
業
開
業
の

手
続
手
続
き
に
つ
い
て 

 

■
主
　
催

■
主
　
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
郷

法
人
郷
の
元
気
元
気 

 

■
後
　
援

■
後
　
援 

徳
島
県

徳
島
県
・
上
勝
町

上
勝
町 

 

■
お
問
い
合
わ
合
わ
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
法
人 

郷
の
元
気
元
気 

上
勝
町
福
原

上
勝
町
福
原
川
北
三
〇
番
地

〇
番
地 

�
四
六
│
〇
│
〇
六
七
六 

　
農
林
漁
家
民
宿
の
開
業
を
考
え

て
お
ら
れ
る
方
、
少
し
興
味
の
あ
る

方
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
り
た
い

方
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

■
日
　
時 

九
月
二
十
二
日（
水
） 

十
九
時
〜
二
十
時
三
十
分 

■
場
　
所 

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

■
内
　
容 

全
国
及
び
上
勝
町
の
農
林
漁
家

民
宿
の
動
き
に
つ
い
て
、
開
業
の

手
続
き
に
つ
い
て 

 

■
主
　
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
郷
の
元
気 

 

■
後
　
援 

徳
島
県
・
上
勝
町 

 

■
お
問
い
合
わ
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

郷
の
元
気 

上
勝
町
福
原
川
北
三
〇
番
地 

�
四
六
│
〇
六
七
六 

農林漁家民宿開業説明会農林漁家民宿開業説明会を開催開催します 農林漁家民宿開業説明会農林漁家民宿開業説明会を開催開催します 農林漁家民宿開業説明会を開催します 
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後期高齢者医療保険料 

　8月に後期高齢者医療被保険者の方へ、保険料決定・納入等通知書をお送りしましたが、
一部の方において、保険料のうち8月・9月分については、金融機関（銀行・農協・ゆうちょ
銀行）、役場、支所等窓口（口座振替登録者を除く）で納付いただくこととなり、年金から特別
徴収できない結果となっています。 
　主な理由としては、次のとおりです。（該当者へは当該通知書同封の文書に掲載） 
 
昨年度の保険料軽減措置の対象となり、昨年10月以降の保険料徴収が行われなかった
被保険者は、今年4月から8月までの間の年金からの特別徴収を行うことができず、9月ま
では普通徴収となるため。 
（お申し出により、これから先の納期・算定分については、口座振替による納付も可能です。） 
 
　当該通知書中に、ホッチキス止めした赤色文字の納付書（頭部に▽と○状の穴がある）が入っ
ていれば、金融機関等窓口にて納付していただく必要があります。 
　お手数をおかけしますが、納期内納付につき御理解の程よろしくお願いします。 

8月と9月分、 
なぜ年金から 
徴収してくれ 
ないの…？？ 

はい！ 
お答え 
します。 

？ 

農地の転用には許可が必要です！ 農地の転用には許可が必要です！ 農地の転用には許可が必要です！ 
　
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農

地
は
、
食
料
の
安
定
的
供
給
を

図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
農
地
法
に
基
づ
く
「
農

地
転
用
」
許
可
制
度
は
、
良
好

な
営
農
条
件
を
備
え
て
い
る
農

地
を
確
保
す
る
一
方
、
必
要
な

土
地
需
要
に
も
適
切
に
対
応
す

る
趣
旨
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。 

 

＊
農
地
の
転
用
と
は 

　｢

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の

に
す
る
こ
と｣

を
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、
宅
地
・
駐
車
場
・
資

材
置
き
場
・
墓
地
・
山
林
に
変

更
す
る
こ
と
で
す
。 

　
一
時
的
に
農
地
以
外
の
も
の

に
利
用
す
る
場
合
も
農
地
転
用

許
可
が
必
要
で
す
。 

 

＊
対
象
と
な
る
農
地 

　
全
て
の
農
地
が
対
象
で
す
。 

　
地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
耕
作

さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地
と
扱

わ
れ
ま
す
。 

 

＊
も
し
も
許
可
な
く 

　
転
用
し
た
ら 

　
違
反
転
用
に
は
厳
し
い
罰
則

が
あ
り
ま
す
。 

　
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し

た
場
合
や
、
転
用
許
可
に
係
る

事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
を
し

な
い
場
合
に
は
農
地
法
違
反
と

な
り
処
分
・
罰
則
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

＊
転
用
の
種
類 

農
地
法
第
四
条 

　
自
分
の
農
地
を
転
用
す
る
場

合
。
申
請
者
は
農
地
の
所
有
者

と
な
り
ま
す
。 

 

農
地
法
第
五
条 

　
農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
て

転
用
す
る
場
合
。
申
請
者
は
農

地
所
有
者
（
売
主
・
貸
主
）
と

転
用
す
る
者
（
買
主
・
借
主
）

と
の
共
同
申
請
と
な
り
ま
す
。 

 

＊
ま
ず
は
農
業
委
員
会
に 

　
ご
相
談
く
だ
さ
い 

　
農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
添

付
書
類
も
多
く
、
申
請
内
容
に

よ
り
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、

転
用
を
お
考
え
の
際
に
は
、
役

場
産
業
課
内
　
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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八
月
十
日
に
決
定
通
知
、
納

入
通
知
等
を
お
送
り
し
ま
し
た
の

で
、
年
金
か
ら
の
納
付
、
金
融
機

関
、
役
場
等
で
の
納
付
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
お
送
り
し
た
も
の
は
そ
の
方
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

 

一
、
送
っ
た
通
知
書
の
種
類 

 

①
三
分
割
さ
れ
た
一
枚
も
の
の
紙

に
三
段
目
に
上
勝
町
長
の
印
が

あ
る
通
知
書 

②
赤
い
枠
の
通
知
書（
横
長
で
小

型
な
も
の
） 

 

二
、
納
付
方
法
な
ど 

 

①
を
お
送
り
し
た
方
…
預
金
口

座
や
、
年
金
か
ら
保
険
料
を

徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

②
を
お
送
り
し
た
方
…
八
月
以
降
、

一
緒
に
綴
じ
て
あ
る
納
付
書
で

保
険
料
を
お
納
め
く
だ
さ
い
。（
普

通
徴
収
） 

 

※
②
ま
た
は
①
、
②
と
も
に

お
送
り
し
た
方（
納
入
通
知
書

に
第
一
期
分
納
付
書
が
つ
い
て

い
る
方
に
限
る
）は
　
八
月
末

が
納
期
限
で
し
た
。
ま
だ
納

付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

急
に
金
融
機
関
、
役
場
、
役

場
支
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

◆
そ
の
他
通
知
書
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
町
広
報
紙
八
月
号
十
二
〜

十
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

�
納
付
書
で
納
付
い
た
だ
く
方
は 

　
ど
な
た
で
も
次
の
金
融
機
関
へ

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
で
、

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
納
め
忘
れ
も
無
く
、
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
 

申
込
先 

徳
島
銀
行
・
東
と
く
し
ま
農
協
・

阿
波
銀
行
・
四
国
内
の
ゆ
う
ち
ょ

銀
行（
郵
便
局
） 

 

持
参
品 

納
入
通
知
書
・
通
帳
・
通
帳
届

出
の
印
鑑 

 

�
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
は 

　
直
近
二
年
間
に
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
及
び
未
納
の
な
い
方

は
、
町
住
民
課
ま
た
は
、
支
所
へ

次
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。 

①
口
座
振
替
手
続
き
後
の
本
人
控
え 

②
印
鑑 

③
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証 

 
※
社
会
保
険
料
控
除
は
年
金

か
ら
の
徴
収
の
場
合
は
本
人
に

適
用
さ
れ
、
世
帯
主
や
配
偶

者
の
口
座
か
ら
口
座
振
替
し
た

場
合
は
世
帯
主
や
配
偶
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

　
口
座
振
替
に
切
り
替
え
る
と
社

会
保
険
料
控
除
の
適
用
者
が
変

わ
る
の
で
、
そ
の
世
帯
の
所
得
、

収
入
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
世

帯
全
体
と
し
て
の
所
得
税
、
個
人

住
民
税
の
負
担
額
が
下
が
る
場
合

が
あ
り
ま
す
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控
除
を
誰
に
適
用
す
る
の
か
と

い
う
問
題
で
す
の
で
、
下
が
ら
な

い
場
合
や
逆
に
負
担
額
が
上
が
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

今 月 の 納 税 今 月 の 納 税 

後期高齢者医療保険料　 １期分 

国民健康保険税 　２期分 
介 護 保 険 料 　２期分 
固 定 資 産 税 　２期分 

納期限　平成22年９月30日 

心配ごと相談  心配ごと相談  

９月24日(金)　13時～16時30分 

　コミュニティセンター 
　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相
談についてもお気軽にご相談ください。 
※下記の登記無料相談を受けられたい方は、
事前に町内で開催される心配ごと相談所
へご相談いただくか、直接下記へご相談
いただくことも可能です。 

登記無料相談  登記無料相談  

９月25日(土)　９時～正午 
※毎月第４土曜日９時～正午まで開催 

小松島市総合福祉センター 

 
後期高齢者医療保険料　 ２期分 

国民健康保険税 　３期分 
介 護 保 険 料 　３期分 

督促状の出るもの 

　納期限は８月31日でしたが、まだ未納の
方が見受けられます。未納者には９月17日
に督促状を送付します。早急に納めてくだ
さい。 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

毎週日曜日　７時30分～14時 
日比ヶ谷ゴミステーション 
　廃タイヤ・廃バッテリー 
　…１㎏まで毎に100円 
　家電製品……有料 

シーズ相談支援事業部 

�0884ー24ー3366

障害者生活支援相談障害者生活支援相談 障害者生活支援相談 

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付け
ています。障害者手帳の取得、補装具、住宅
改修、居宅サービス等どんなことでもお手伝
いいたしますので、お電話お待ちしています。 

口
座
振
替
に
変
更
可
能
な
方 

後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 
に加入されている皆様へ 
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�ひとり親家庭に対する自立を支援するため、平成22年度8月1日から父子家庭の父にも児童
扶養手当が支給されます。 
�児童扶養手当を受給するためには必ず役場住民課へ申請が必要です。 
�平成22年11月30日までに忘れずに手続きをしてください。11月30日を過ぎると、申請の
翌月からの支給になりますので、ご注意ください。 
 
■父子家庭の支給要件 
　次の①～②のいずれかに該当する子どもについて、父がその子どもを監護し、かつ、生計を
同じくしている場合に支給されます。 
①父母が婚姻を解消した子ども 
②母が死亡した子ども 
③母が一定程度の障害の状態にある子ども 
④母の生死が明らかでない子ども 
⑤その他（母が1年以上遺棄している子ども、母が1年以上拘禁さ 
　れている子ども、母が婚姻によらないで懐胎した子どもなど） 
 
■手当額（月額） 
　受給資格者（ひとり親家庭の父や母など）が監護・養育する子どもの数や受給資格者の所得等
により決められます。 
�児童1人の場合　　　　　全部支給：41,720円、一部支給：41,710円～9,850円 
�児童2人以上の加算額　　2人目：5,000円、3人目以降1人につき：3,000円 
 
■父子家庭の方が受給するためには 
�児童扶養手当を受給するには、役場住民課へ申請が必要です。申請の時期についての取り扱
いは以下のとおりです。 
�平成22年11月30日までに申請いただくと、次の取り扱いとなります。 
 
・平成22年7月31日までに支給要件に該当している方 
　�11月30日までに申請すれば、「8月分」から支給されます。 
・平成22年8月1日以降、11月30日までに支給要件に該当した方 
　�11月30日までに申請をすれば、「要件に該当した日の翌月分」から支給されます。 
※8月～11月分が支給されるのは12月です。 
 
■申請手続きに必要なもの 
　申請に当たっては、受給資格者及び該当する子どもの戸籍謄本（抄本）や住民票が必要です。
　詳しくは、役場住民課までお問い合わせください。 
 
■お問い合わせ先 
　役場住民課　　�0885－46－0111 
　　　　　　　　IP050－3438－8071

お忘れではありませんか？ 

（平成22年8月～11月分の手当の支給は、同年12月となります） 

父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！ 父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！ 父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！ 



上勝町の住人となるご挨拶 
　昭和14年、当時私は10歳、徳島
駅前のメシ屋「将軍」の息子です。
将軍は徳島バスの待合室に隣接
していました。当時はボンネット
バスで、上勝から木炭を運んでき
たトラック運転手がよく来店され、
食事を楽しんでくれました。 
「おじさん、どこから来たの？」 
「福原といってね、あの雲の上
だよ。」 
「うそだよ！そんな処に人間は

住めないよ」 
「坊や、またね」 
　こんな思い出のある私が70年
後に、この地に住むことになると
は思いもよりませんでした。先日、
居住地を東京からこの地に移し、
上勝町の住人となりました。サポー
ター役に、今年19歳になった甥
の子供「康寛君」を連れてまいり
ました。後ほど女房もやって参り
ますので、末永く、よろしくお願
いします。 

き たに 

やま もと 

よし ひろ 

よし こ 

やす ひろ 

木谷　宜弘 

（妻）巧子 

山本　泰寛 

ようこそ 上
勝
へ

上
勝
へ !!
 

上
勝
へ

上
勝
へ !!
 

緑のふるさと協力隊協力隊日記 緑のふるさと協力隊協力隊日記 
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戸籍の窓口 
平成22．８．１現在 

前月比 

正　木　612人(　０) 
傍　示　356人(△１) 
福　原　284人(　１) 
生　実　333人(　１) 
　旭　　385人(　０)

254戸(　２) 
151戸(　０) 
132戸(　０) 
146戸(　１) 
180戸(　２)

ありがとうございました 
（敬称略） 

平成22年　7月の視察来町者数 
31件 369名 

人　口　　　　1,970人 (　１) 
　男　　　　　   935人 (　３) 
　女　　　　　1,035人 (△２) 
世帯数　　　　　863戸 (　５) 

高齢化率　　　49.24％ 

彩保育園 
品　　名 

か ぶ と 虫   

飲 料  

お 菓 子  

か ぶ と 虫  

す だ ち  

表現会ビデオテープ 

梨 

清掃ボランティア 

ビデオプリント 

お 菓 子  

画用紙・折り紙 

お 菓 子  

住 所  

旭 

正 木  

生 実  

正 木  

正 木  

正 木  

福 原  

正 木  

正 木  

旭 

正 木  

傍 示  

氏　　名 

田 中 豊 司   

鳥 海 年 世  

前 田 美 紀  

井 元 裕 子  

新開康弘・智志  

井 上 藤 男  

福 本 由 起  

谷 口 哲 也  

妹 尾 孝之介 

柿 田 恵 美  

藤 本 奈 穂  

滑 川 里 香  

上勝幼稚園 
品　　名 

カ ブ ト 虫  

カ ブ ト 虫  

お 菓 子  

な し  

お 菓 子  

住 所  

生 実  

正 木  

福 原  

生 実  

福 原  

氏　　名 

殿 川 綾 女  

井 元 裕 子  

滝 山 章 代  

竹 田 真由美 

朴 　 鳳 順  

4

　上勝で過ごす初めての夏は、お茶つみから始まり、胡蝶連の阿波踊り、
上勝女子コーラス部での夏まつり参加、そして青年会主催の夏まつり
での司会など、盛りだくさんの経験をさせていただきました。お茶つみ
では、毎回いろんな方にお会いすることができ、作業は少々しんどかっ
たけれど、皆でするお茶つみはピクニックみたいで楽しかったです。多
くの人の手間がかかっている茶つみを自分も経験したことで、晩茶が
より身近になりました。 
　そして初めての阿波踊り。まずはリズムをとることから練習し、胡蝶
連の皆と楽しく踊れるようになりました。お盆には町内のお祭りなど
で踊り、鳴りもののリズムも阿波踊りも胡蝶連も、大好きになりました。 
　おかげさまで様々なことを経験させていただき、今年の夏はめまぐ
るしく過ぎていきました。秋からも私たち協力隊をどうぞよろしくお
願いします。 

（西野　綾紗） 
にし の あや さ 

（敬称略） つつしんで 
ご冥福をお祈りします 

鹿島ハナコ　99歳（正木） 

日　　時  
９月３日（金） 
９月５日（日） 
９月７日（火） 
９月９日（木） 
９月11日（土） 
９月13日（月） 
９月15日（水） 
９月17日（金） 
９月19日（日） 
９月21日（火） 
９月23日（木） 
９月25日（土） 
９月27日（月） 
９月29日（水） 
10月１日（金） 

救急病院名 
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
上 勝 町 診 療 所  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  

上勝町診療所　�44－5010 
勝 浦 病 院　�42－2555

平日18時～翌朝9時　休日19時～翌朝9時 

夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表 

インターネーネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サー電話サービスの入会の入会・お問い合せ窓口お問い合せ窓口 インターネーネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サー電話サービスの入会の入会・お問い合せ窓口お問い合せ窓口 インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの入会・お問い合せ窓口 
故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。 

株式会社ＮＴＴ西日本‐四国　地域情報センタ 
ＴＥＬ0120－960－138　ＩＰ050－3438－9877　受付時間9:00～17:00（平日） 
土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必ずお知らせください。 


